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別記様式第4号 

会 議 等 結 果 報 告 書 

会議区分 会 議 ・ 打合せ ・ 協 議 
文書番号 201 

決裁期日 令和元年10月28日 

名 称 第３回上富良野町協働のまちづくり推進委員会 

日 時 令和元年10月23日（水） 18時30分～20時40分 

場 所 役場３階 第３会議室 

出席者 

協働のまちづくり推進委員10人（別紙名簿のとおり） 

事務局：町民生活課 北越課長、自治推進班 床鍋主幹、大井主事 

合計13人 

［進行：事務局（町民生活課長）］ 

◎ 会長あいさつ 

本日は12月のフォーラムに向けて協議をしていただき、その後は12月13日の本番当日となる

ためよろしくお願いしたい。 

多くの委員に出席いただき、感謝申し上げる。 

 

［進行：持安会長］ 

１ 議 題 

（１）まちづくりフォーラムの開催について 

① 内容等 

別紙１について持安会長より説明。 

９月20日、フォーラム進行役である宮本氏と打ち合わせを行い、今より一歩進めるような

問があればいいのではとなったことから、11月６日に持安会長と床鍋主幹が札幌市で宮本氏

と再度調整を行う。 

 

持安会長：２月のフォーラムでかみふの魅力の町内外への発信をあまりやっていないという

意見があり、「魅力」が大きなテーマとなった。テーマの方向性は変わらないが、

言葉が硬いように感じるのでご意見をいただきたい。 

柴田委員：このまま全員で話すより、少人数で話した方が話しやすいのでは。 

持安会長：少人数で話しやすい雰囲気で進めたい。 

 

委員を２つのグループ（１グループ→持安・沼澤・菊池・森本・柴田、２グループ→水島・

松藤・野口・井上・黒川）に分け、テーマ（案）である「かみふの魅力をともに語り合おう」

について、テーマ名の変更も含めどのようにしたらいいかを話し合った。 

話し合いの結果、「魅力」という言葉が硬いとの意見が多かったことからテーマを「かみふ

のいいとこ語ろう！」とし、サブテーマを「かみふの魅力ってなぁに？」とした。チラシ（案）
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の作成は柴田委員が行う。 

   

  柴田委員：ワールドカフェとワークショップを組み合わせて行うことはできないか。例えば

問１はワールドカフェで行い、問２では問１で出たカテゴリーごとに分かれてワ

ークショップを行う。 

  持安会長：フォーラムまで日にちがないため進め方の変更は厳しいのでは。また、方法や問

については宮本氏に任せている部分がある。 

  柴田委員：難しければ別の機会でもいいと思っている。 

野口委員：カテゴリーごとに分けると話しづらくなるのでは。 

柴田委員：今回は魅力について語ってもらい、自分の思っていなかったいいとこに気づいて

もらうことを狙いとして行い、ワークショップは別の機会で行いたい。 

持安会長：色々な人の意見を聞くことで新たなことに気がつき、次のテーブルに行ったとき

にそれがつながるという期待を持ってワールドカフェ方式で行う。 

森本委員：ワークショップを行うのはまだ早いのでは。ワールドカフェは一度しかやってい

ないため、もう一度やった方がいい。 

野口委員：前回がよかったという理由で来る人は必ずいる。思っていることを自由に話せた

ため、今回も自由に話したいという人が来ることで前回以上に盛り上がり、それ

からもう一つ上の段階に行ったときに、柴田委員が言っていたことを行うといい

のでは。今回は前回と同じ形式でやった方がいい。 

 

周知法、案内先等について床鍋主幹より説明。ポスターは周知期間もあることから今月中

に完成する必要がある。案内文書は11月上旬には各推薦団体の事務局へ送付したい。各団体

への周知は各団体推薦者が行い、議会、上富良野高校へは持安会長が案内文書を持参するこ

ととなった。 

 

② 役割分担 

別紙２の役割分担、かみん多目的ホール配置図、かみんロビー配置図について床鍋主幹よ

り説明。多目的ホールでの飲食が可能となったが、模造紙を広げて話し合いをしている場面

に紙コップを置くことは検討する必要がある。 

   

  持安会長：当日、17時からの事前打ち合わせはフォーラムに参加する委員は全員出席してい

ただきたい。また、各委員はフォーラムで各テーブルに入ってもらうことで考え

ている。 

 

  柴田委員：フォーラム前の委員会は行わないが、事前に最終確認は行わないのか。 

  持安会長：今回準備委員会は行わない。やるとすれば当日参加する委員全員を集めて確認す

ることになると思う。 

 

（２）協働のまちづくりパンフレットについて 

  持安会長：協働に対する私のイメージは「多くの方々が自由に意見を交換し、理想に向かっ
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た、自分の持っている力を出し合いながらやっていくこと」である。町の活性化

には、人それぞれの違いを認め合いながら自由に意見を出し合い、新たな一歩を

踏みだすためにできることをできる範囲でやっていくことが大切だと思っており、

「対話の場を作ろう」ということをパンフレットに入れてはどうか。 

 柴田委員：パンフレットの形式や内容について会長と何回か打ち合わせをしている。次回会

議までに委員へ案を郵送するので意見をいただくとともに、他のまちの参考にな

るパンフレットがあれば教えていただきたい。Ａ４を三つ折りにしたサイズだと

読みやすいのではと思っている。 

 持安会長：パンフレット作成のための準備委員会はまだ開催できていないが、年度内にパン

フレットを作成しなければならないため、まずは次回委員会で案を提示し協議し

ていただくことになる。次回会議で意見をいただきたい。 

 

２ その他 

次回会議について 

   次回会議は、12月18日（水）18時30分から役場３階第３会議室で行う。議題は（１）第１

回まちづくりフォーラムについて、（２）第２回まちづくりフォーラムについて、（３）協働

のまちづくりパンフレットについてとする。 

 

◎ 副会長あいさつ 

  まちづくりフォーラムに向けて活発なご意見をいただき感謝申し上げる。フォーラムが成功

するように頑張りたいと思うので皆さんもよろしくお願いしたい。 

 

【会議録は決裁終了後、行政ホームページで公開】 


